
る
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
持
続
可

能
な
社
会
に
向
け
た
画
期
的
な
ソ
リ

ュ
T
シ
ョ
ン
に
な
り
う
る
も
の
で
、

三
菱
倉
庫
グ
ル
ー
プ
の
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
目
標
と
も
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
出
資
を
実
行
し
た
も
の
。

■

三
菱
倉
庫

E
V
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
拡
大
を
検
討

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

■

中
国
法
人
が
小
型
E
V
ト
ラ
ッ
ク
を
初
導
入

“
‘

....…-:.・繍 醍
′
、ー 震

一
閲騨 i
、 、、
睡 ;

中国法人が導入した小型 EV トラック
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三
菱
倉
庫
(
本
社
・
東
京
都
中
央

区
、
斉
藤
秀
親
社
長
)
の
中
国
現
地

法
人
、
上
海
菱
華
倉
儲
服
務
有
限
公

司
(
上
海
菱
華
)
は
こ
の
ほ
ど
、
C

0
2
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
向
け
た

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
E
V
ト

ラ
ッ
ク
を
初
め
て
導
入
し
た
。

三
菱
倉
庫
グ
ル
ー
プ
で
は
、
2
0

5
0
年
度
C
0
2
排
出
量
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
の
実
現
に
向
け
て
、
社
用
車
の
E

V
化
や
輸
配
送
業
務
へ
の
り
ニ
ュ
ー

ア
ブ
ル
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
E
V
ト
ラ
ッ

ク
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的

に
推
進
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
今
回
、
上
海
菱
華
で
E
V
小
型

ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
し
た
も
の
。
主
に

上
海
近
郊
の
小
口
配
送
に
活
用
し
て

い
く
。
上
海
菱
華
で
は
引
き
続
き
、

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

-

V

‘

F
」

　
　

　
　
　
　
　

二
海

州
湖

成
AI活用した輸出CFS業務支援
システム導
入

ロ
ー

人
手
不
足
を
解
消
、
海
貨
業
界
の
D
X
化
を
支
援

日
成
(
本
社
・
東
京
都
港
区
、
庸

瀬
史
雄
社
長
)
は
こ
の
ほ
ど
、
同
社

が
運
営
す
る
C
F
S

(
コ
ン
テ
ナ

・

フ
レ
ー
ト

・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
)

で
、

A
工
技
術
を
活
用
し
た
輸
出
C
F
S

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
「
A
工
1
V
A

N
N
工
N
G
」
を
導
入
し
た
。
検
量

デ
ー
タ
で
荷
物
の
形
状
な
ど
を
認
識

し
、
独
自
開
発
さ
れ
た
A
工
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
基
づ
き
コ
ン
テ
ナ
積
み
込

み
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作
成
。
入
庫
デ
ー

タ
の
処
理
、
バ
ン
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
の

作
成
も
自
動
化
す
る
。
手
作
業
、
手

入
力
を
減
ら
し
、
人
手
不
足
の
解
消

と
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
C
F
S
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
、
ト

ラ
ッ
ク
の
待
機
時
間
削
減
な
ど
「
2

0
2
4
年
問
題
」
に
も
対
応
す
る
。

今
後
、
同
シ
ス
テ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
同
業
他
社
へ

の
シ
ス
テ
ム
外
販
を
進
め
、
海
貨
業

界
の
D
X
化
を
支
援
し
て
い
く
考
え
。

荷
姿
や
重
量
な
ど
を
考
慮
し

積
み
込
み
を
最
適
化

C
F
S
と
は
、
コ
ン
テ
ナ
1
本
に

満
た
な
い
小
口
貨
物
に
つ
い
て
コ
ン

テ
ナ
へ
の
バ
ン
ニ
ン
グ
、
デ
バ
ン
ニ

ン
グ
を
行
う
施
設
。
輸
出
の
場
合
は
、

輸
出
者
か
ら
貨
物
を
引
き
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
向
け
地
別
に
貨
物
を
コ

ン
テ
ナ
に
積
み
付
け
し
、
輸
出
通
関

後
、
船
会
社
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き

船
積
手
配
を
行
う
。
輸
出
者
や
貨
物

の
重
量
、
サ
イ
ズ
、
形
状
が
都
度
異

な
り
、
貨
物
の
搬
入
予
定
も
C
F
S

側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
作
業
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・

円
滑
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

日
成
で
は
東
京
(
大
井
ふ
頭
)
、

横
浜
(
本
牧
ふ
頭
)
の
2
ヵ
所
で
船

会
社
の
委
託
に
よ
り
C
F
S
業
務
を

展
開
し
て
お
り
、
将
来
的
な
人
材
不

足
を
見
据
え
、
輸
出
C
F
S
業
務
の

D
X
化
を
推
進
し
て
い
る
。
今
回
、

「
A
工

1
V
A
N
N
工
N
G
」
の
開

発
に
よ
り
、
証
明
機
関
が
発
行
し
た

検
量
デ
ー
タ
か
ら
、
独
自
開
発
の
A

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

露
き
鋪
“

き
凝
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、、『
ふ
き
議

し
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1
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
き
荷
姿
や

重
量
な
ど
を
考
慮
し
た
最
適
な
積
み

込
み
方
法
や
仕
切
り
板
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
決
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

従
来
は
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た

入
庫
報
告
書
の
デ
ー
タ
処
理
も
自
動

化
し
、
入
力
ミ
ス
な
ど
の
発
生
を
回

避
。
入
庫
デ
ー
タ
を
用
い
て
自
動
で

バ
ン
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
A

C
L
(
船
積
確
認
事
項
登
録
)
ア
タ

ッ
チ
シ
ー
ト
へ
の
転
用
も
可
能
に
し

た
。
一
連
の
業
務
を
同
時
並
行
で
行

い
、
従
来
発
生
し
て
い
た
手
書
き
や

再
入
力
の
作
業
を
な
く
す
こ
と
で
、

作
業
者
の
負
担
軽
減
と
作
業
の
精
度

向
上
を
実
現
。
人
材
不
足
の
解
消
や

よ
り
高
度
な
タ
ス
ク
へ
の
人
材
シ
フ

ト
を
目
指
す
。

前
工
程
◎
後
工
程
に
お
け
る

シ
ス
テ
ム
連
携
も
構
想

同
社
の
C
F
S
業
務
で
8
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
、
従
来
比
で5
0
~
御

%
の
時
間
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
緊
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O
O鰯
醇
米
法
人
が
米
墨
間

　

　

　

　

伊藤忠ロジ

と
っ
の
窓
口
で
ス
ム
ー
ス
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

輸
送
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
出
資

伊
藤
忠
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
(
本
社
・

東
京
都
港
区
、
岡
広
史
社
長
)
は
1
日
、

米
国
法
人
;
o
o
m
d

0
B
の
一
日
の

(
dの
>
)
0
0
カーV.
が
、
米
墨
輸
送
ブ
ロ

ー
カ
ー
でt
あ
る

口
0
の

0
OH
の
一日
0
の

O
(
B
C
S
)
に
出
資
し
た
と
発

表
し
た
。

B
C
S
社
は
、
テ
キ
サ
ス
外
ラ
レ

ド
を
拠
点
に
米
墨
間
輸
送
を
手
掛
け

て
い
る
企
業
で
、
メ
キ
シ
コ
に
お
け

る
輸
入
通
関
時
に
「
プ
レ
ビ
オ
(
事

前
検
査
)
回
避
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
伊
藤
忠
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
と
も

に
提
供
し
て
い
る
、
B
U
F
E
T
E

グ
ル
ー
プ
の
1
社
。
通
関
・
輸
送
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
所
持
し
、
国
境
付
近

に
は
倉
庫
お
よ
び
ト
レ
ー
ラ
待
機
場

も
完
備
し
て
い
る
。

今
回
の
B
C
S
社
へ
の
出
資
に
よ

り
、
同
社
が
有
す
る
国
境
通
関
・
輸

送
・
倉
庫
の
機
能
を
活
か
し
、
複
雑
な

米
墨
間
輸
送
に
お
け
る
手
続
き
を
ひ

磨
ぎ
議

ゴッキンダリスト靴ドラワタ&ドロップ

急
時
に
は
C
F
S
業
務
の
一
部
で
リ

モ
ー
ト
対
応
も
行
え
る
よ
う
に
な
る

見
込
み
。
「
A
I

1
V
A
N
N
工
N

G
」
は
今
後
外
販
を
計
画
し
て
お
り
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
3
つ
の
利
用
プ
ラ

ン
を
用
意
す
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
コ

ン
テ
ナ
だ
け
で
な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
の

混
載
プ
ラ
ン
作
成
に
も
対
応
し
、
国

内
輸
送
向
け
の
応
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
カ
バ
ー
し
た

業
務
の
前
工
程
・
後
工
程
に
お
け
る

メ廠檎灘繍報をドラッ夢叢ドロツプ

ブツキンダサマリ憎 現犠繍示づ李ン
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「Aー-VANNING 」の活用イメージ

シ
ス
テ
ム
連
携
も
構
想
し
て
い
る
。

検
量
を
は
じ
め
各
工
程
で
の
D
X
と

連
動
さ
せ
る
こ
と
で
効
率
化
の
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
各

方
面
と
の
協
業
を
模
索
。
「
物
流
現

場
の
エ
T
化
を
進
め
な
い
限
り
、
人

を
集
め
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
業

界
と
し
て
D
X
に
取
り
組
み
、
少
な

い
人
数
で
も
同
じ
量
の
仕
事
を
こ
な

せ
る
よ
う
に
し
、
収
益
力
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
庸
瀬
晋
也
取
締

役
営
業
本
部
長
は
話
し
て
い
る
。
圃

ワ
十
1
1

期アルゴリズムに灘づいて
コンテナ犠込みレイアウトを決定
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